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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】板状あるいはピン状のヒーターで加熱するピン
型の加熱方式の喫煙治具で、煙草葉を入れて喫煙後、簡
単に喫煙済みの煙草葉を、灰皿等に出すことが可能な喫
煙治具を提供する。
【解決手段】煙草葉挿入管３１１の一部を切り欠き、こ
の切り欠き部３１４に、ペレット状の煙草葉等を入れる
ことにより、喫煙治具よりマウスピース３１０＋煙草葉
挿入管３１１を一緒に引き抜き、切り欠き部３１４から
、喫煙済みの煙草葉等を、ポンと、灰皿等に捨てること
が可能になる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
煙草葉を加熱する喫煙治具において、マウスピースを取り付けられる煙草葉導入管３１１
において、その一部を切り欠いて、煙草葉導入管の横方向から煙草葉を出し入れ出来るよ
うにしたことを特徴とする煙草葉導入管
【請求項２】
請求項１に記載の煙草葉導入管を使って挿入された煙草葉を加熱する事を特徴とする喫煙
治具
【請求項３】
請求項1に記載の煙草葉導入管において先端部に、耐熱性樹脂で造られたブッシュ、ある
いは　円形スペーサーをはめたことを特徴とする煙草葉導入管
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、煙草葉（加熱式たばこや、火を点けて喫煙する紙巻煙草や、シャグや、シ
ガー等の煙草葉）を、喫煙治具に挿入し、該挿入された煙草葉を、ヒーターで加熱して、
該煙草葉から蒸発してくるニコチンや煙草風味を吸引できるようにした喫煙治具において
、煙草葉を装着する方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、ベポライザーといわれる喫煙治具は、煙草葉を、加熱筒の中に入れて、ドリ
ップチップといわれる吸い口（マウスピース）を、取り付けて、該煙草葉の加熱により発
生するニコチンや煙草風味を、ドロップチップから吸引するものである。アイコス/グロ
ー/プルームエス等の加熱式たばこや、火を点けて喫煙する紙巻煙草に比べて、喫煙に必
要なコストが安くなるために、人気が有る商品である。挿入された煙草葉を加熱する方式
は、大きく分けて、壷の中に煙草葉を入れて、壷の外側からヒーターで加熱する壷型の加
熱方式と、板状　あるいは　ピン状のヒーターを、挿入された煙草葉のほぼ中心に挿入し
て加熱するピン型の加熱方式の、二つの方式がある。壷型の加熱方式は、消費電力が大き
く、治具の外側が熱くならないように、該ヒーターの周りには断熱材が必要で、治具が大
きい。
【０００３】
一方、ピン型の加熱方式は、挿入された煙草葉を中心から加熱するので、消費電力が少な
く、断熱材を入れなくても、治具の外側は、あまり熱くならないので、駆動用の充電池を
小さく出来、かつ、コンパクトな治具が多い。
【０００４】
　しかしながら、ピン型の加熱方式を使っているベポライザーは、喫煙後の煙草葉を、簡
単に取出せないという弱点があるために、ベポライザーは、ほとんどが、壷型の加熱方式
のものである。すなわち、壷型の加熱方式の治具では、喫煙後、ドリップチップを外して
、治具を叩けば、簡単に煙草葉は、出てくる。あるいは、金属製の筒（スペーサーと一般
的には言われている）の中に煙草葉を入れたものを壷の中に入れて喫煙した場合、より簡
単に、スペーサー（煙草葉入り）を取出すことが出来る。一般的には「シャグポン」とい
われる動作で、簡単に取出すことが出来る。一方、ピン型の加熱方式のベポライザーは、
挿入された煙草葉のほぼ中心にヒーターが挿入されるために、ヒーターと煙草葉間の摩擦
のために、治具をポンと叩いても、煙草葉は、治具から出てこない。このために、消費電
力が少なく、治具がコンパクトに出来るのに、ピン型の加熱方式のベポライザーは、ほと
んど商品化されていないようである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特願２０１８－２４６９０２号公報
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【特許文献２】特願２０１９－０５０７００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本願発明は、特許文献１　及び　特許文献２に記載の喫煙治具を、開発・商品化してい
るが、やはり、ユーザーからは、「シャグポン」が出来ないので、困るというご意見をい
ただいている。そこで、本願特許では、ピン型の加熱方式の喫煙治具でありながら、「シ
ャグポン」が出来るように改良したベポライザーを提案する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本願発明による改良された煙草葉導入管と、マウスピースの外形図
【図２】図１に示す煙草葉導入管とマウスピースの軸方向断面図
【図３】特許文献１で、図７として開示された煙草葉導入管とマウスピースを挿入したと
きの喫煙治具の軸方向断面図
【図４】特許文献１で、図５として開示された煙草葉導入管とマウスピースの軸方向断面
図
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図３は、特許文献１中で、図７として開示された無煙喫煙治具の軸方向断面図で、アト
マイザー９４を、加熱筒部に押し付ける役目をするバネ２０３と、アトマイザー９４に電
力を供給する510口金２２０と、アトマイザー９４と、アトマイザー９４と加熱筒部の間
にあるブッシュ（特許文献２中では、穴付きシリコンに変更）２３０と、加熱筒部を構成
する内管５と、Ｏリング４００と、コネクター２０２と、煙草保持部Ｂ９５と、マウスピ
ース３１０と、煙草葉挿入管３１１が、表示されている。アトマイザー94は、リキッドを
入れる容器２０４と、内管２０６と、リキッドをヒーターに供給する穴２０７と、ヒータ
ー２０５と、空気取り入れ口２０９と、５１０口金から構成されている。これらは、特許
文献１　あるいは　特許文献２中で、詳しく説明されているので、ここでは説明を省略す
る。図４は、特許文献１中で、図５として開示された、マウスピース３１０と、煙草葉導
入管３１１の軸方向断面図である。煙草葉導入管３１１の先端部311は、煙草葉導入管を
絞って作ったり、金属製、あるいは、耐熱性樹脂製のワッシャーや、ブッシュを、はめ込
んで作られる。いずれにしても、ほぼセンターには、ヒーターが通る穴３１３が作られて
いる。
【０００９】
　喫煙者は、煙草導入管３１１に、煙草葉を入れて、マウスピースを取り付けた状態で、
図３に示すように、喫煙治具に挿入する。この挿入により、ヒーター１３１は、挿入され
た煙草葉（図示せず）のほぼセンターに挿入され、効率よく、該煙草葉を加熱することが
出来る。喫煙後は、マウスピース付き煙草導入管を、喫煙治具より抜きだして、マウスピ
ースを外して、中の喫煙済みの煙草葉を廃棄する。この時、該煙草葉導入管は、加熱によ
り熱くなっているので、冷えるまで、マウスピースを取り外すという動作は、出来ないと
いう不便が、使用者から寄せられた。
【００１０】
　そこで、本願発明者は、上記不便を改善するために、図１　及び　図２に示すように該
煙草導入管３１１の一部に切り欠き部３１４をもおけた。図１の外形図を使用してさらに
詳しく説明する。煙草葉挿入管３１１は、肉厚０．１ｍｍ～０．５ｍｍで、内径約７．７
ｍｍΦから９．０ｍｍΦ位であればどのような寸法でも良いが、マウスピース３１０とし
て使うドリップチップと勘合させるためには、８．９±０．１ｍｍΦであることが必要で
ある。実際の寸法は、肉厚０．２５ｍｍ、内径８．９ｍｍΦのＡＬ管が使われている。先
端部３１２は、絞り加工がされている。この絞り加工は、回転刃を有するパイプカッター
を使用して、少し刃の切れ味を悪くした刃を使って切ることにより、ＡＬ管の肉厚が薄い
こともあり、切断時に、内側に、絞りが形成されて切れることがわかった。この工法を使
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って内側に絞りを入れて切断することにより、ＡＬ管の内径と同じΦを有する金属製、耐
熱樹脂製の円形スペーサー　あるいは　ブッシュを　マウスピース側から挿入して奥に押
し込むことにより、先端部３１２に、固定することが出来ることがわかった。あるいは、
ＡＬ管の先端部を絞り加工することによっても作ることが出来る。このようにして作られ
た煙草葉挿入管３１１に、図示するように長さ１０ｍｍ～１５ｍｍの半周以上の切り欠き
部３１４を、レーザーや、グラインダー等を使って作成する。先端部３１２、切り欠き部
３１４を有する煙草葉挿入管３１１に、マウスピース３１０を挿入したものを作る。この
切り欠き部３１４に、３１５として表示される煙草葉入りスペーサー、あるいは、紙巻煙
草を切断したもの、あるいは、煙草葉を圧縮して円筒状にしたペレット等を入れて、煙草
保持部Ｂ９５から喫煙治具に挿入して、ヒーター１３１で加熱して、喫煙する。喫煙後は
、煙草葉挿入管３１１を、マウスピース３１０と共に引き出し、灰皿等に、３１５として
表示される各種煙草葉をポンと廃棄することが出来る。この時、熱くなっている煙草葉挿
入管３１１を手で触ることが無いので、火傷を負うことは無い。
【００１１】
　本願では、円筒状の煙草葉を挿入したが、煙草葉の形状は、どんな形でも良く、形状に
はこだわらない。　
【産業上の利用可能性】
【００１２】
板状あるいはピン状のヒーターで加熱するピン型の加熱方式の喫煙治具で、煙草葉を入れ
て喫煙後、簡単に喫煙済みの煙草葉を、灰皿等に出すことが出来るようになった。すなわ
ち、煙草葉等を入れる煙草葉挿入管の一部を切り欠き、この切り欠き部に、ペレット状の
煙草葉等を入れ、マウスピースと一体になった状態で喫煙治具に挿入して、喫煙する。喫
煙後、マウスピース＋煙草葉挿入管を一緒に引き抜き、切り欠き部から、喫煙済みの煙草
葉等を、ポンと、灰皿等に捨てることが可能になり、ピン型の加熱方式の喫煙治具でも、
シャグポンが出来るようになった。
【符号の説明】
【００１３】
　　　３１１　　　煙草葉導入管
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